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３期生入学式開かれる｡ＪＶＵ東京ｽﾀｰﾄ！

西新宿のオフィスビル一室で、３期生の入学式が開かれた。
キャンパスも無い・・・特定の先生もいない・・・月謝も無い・・・日本一小さな大学３年目！
　４月６日（快晴）　東京都西新宿、本学会員企業でもあるコアファイン様のオフィスの一室を借りて日本ベンチャー大學３期生の入学式が開
かれた。この日、入学を決意した３期生は全部で１２名。政府の雇用対策にあやかり、進路をなかなか決め切れない学生がまだ何人もいる
現状である。その要因は、卒業３年後の新卒扱いや企業インターンシップで給料がもらえたり、資金を支給されながら通える基金訓練などで
ある。就職が決まらない学生たちは決断を先延ばしにし、再び就職活動に挑戦できるため、分母は広がり、就職戦線はますます厳しさを増す
ばかりである。ところが、そんな状況の中で入学した３期生たちは、すべてを断ち切ってこの大学に入学したのである。起業したい、という夢
がある者。内定を断わって入学をした者。自分を変えたいと強く思う者。入学動機は様々である。中條学長の話の中で「この震災に寄付をし
た孫正義さんが１００億円を個人で寄付できたのは、彼がベンチャーだったからだ。もし彼が大企業に入社していたならば、１０００万円すら寄
付できていなかっただろう」と。学生たちはその目を輝かせていた。

ＪＶＵ（ジャパン・ベンチャー・ユニヴァーシティー） 。
　この４月１日より、ＪＶＵ（ジャパン・ベンチャー・ユニヴァーシティー）と改名された。このグローバル化に伴い、より逞しい日本人を育てるため
である。また今年から大阪校をはじめとし、名古屋・九州・徳島・広島・山口と、全国に分校が開学していくからである。人間力基金で創るこの
大學の仕組みを、今後、日本中へ広げてゆく。

３期生および院生の入学宣言！　中條高徳学長の激励の言葉

日本を
変えるぞ

秋山副塾頭による
施設の案内

↑入学動機、進学動機、そして日本ベンチャー大學で学びたいことを宣言した ↑「キャンパスも無い、先生もいないこの大学へようこそ」と


